
 

 

意見聴取会のテーマ（案） 

現在の区や区内事業者の取組み状況、及び令和５年度に実施した実態調査結果をもとに、以下のテーマを設定し、意見聴取会を実施する。 

テーマ 「地域資源の活用」 「事業者間のつながりを強化」 「支援機関との有機的な連携」 

設定の

背景 

○区内の地域資源（産業の集積、文化・観

光の魅力等）を活かした取組みが官民で

進んでいる。 

【区】 

・地場産業の振興のため、革製品等の販売

会などを実施 

・クラブツーリズムとの連携により地域資

源を旅行商品化し、新たなファンづくり

や魅力を発信 

【民間】 

・区内ホテルが、地域との繋がりをテーマ

に、神社のお祭りでの神輿担ぎ体験や、

銀器の製作体験などを提供 

○令和５年度に実施した実態調査（ヒアリン

グ調査）で以下の意見があった。 

・事業者からは「多様な事業者との連携・交

流」を望む意見が多かった。 

・モノマチやエーラウンドでは、参加事業者

の交流によりコラボレーション商品やイ

ベント後の受発注に繋がった。 

 

○産業フェアにおける台東ゼミの実施 

・産業フェア前後で、出展事業者が参加する

台東ゼミを計５回実施。参加者同士のつな

がりが生まれ、コラボレーション商品の開

発等の成果があった。 

○ビジネス支援ネットワークを活用し、相談

者のニーズに合わせ支援機関に繋ぐ 

 

○個別相談会、セミナーの共同開催 

 

○ビジネスアドバイザーの配置（朝日信用

金庫からの出向） 

 

○その他、各種事業での連携 

・海外プロモーション（タイ・バンコク）

での商談会・テストマーケティングを朝

日信用金庫と共同開催した。さらに、東

京都中小企業振興公社の現地事務所と連

携し、事業を実施している。 

 

⇒コロナ禍に事業者の稼ぐ力を高める取組

みを進め、区内の魅力ある地域資源を活か

した好事例が生まれている。これらの取組

みを区内事業者に広げることで地域経済

の更なる活性化が図れるのではないか。 

⇒「つながり」に対するニーズを把握してい

るが、今後どのように施策を展開していく

ことが効果的かを検討する必要があるの

ではないか。 

⇒事業者の経営課題が多様化・複雑化する中

で、各支援機関が様々な支援を実施してい

る。中小企業支援の充実を図るため、更な

る連携強化を図る必要があるのではない

か。 

主な 

聴取 

内容 

・地域資源の活用の好事例を広げていくには 

・区が担うべき役割 

・事業者間のつながりを強化することでの 

効果 

・区が担うべき役割 

・事業者支援に必要な支援機関同士の連携に

ついて 

・さらなる連携の可能性について 

・区が担うべき役割 

対象者 ・区内事業者 ・地域の任意団体 ・支援機関 
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